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ヘッドライン　研究倫理の重要性とその指導について
　高等学校において 2022 年度から教科「理数」が新設され，「総合的な学習の時間」から
「総合的な探究の時間」に名称が変更され，自ら課題を設定し，情報を得て考え，表現・発
信する習慣を身につけることがより強く求められるようになった。その際に，適切な研究倫
理教育がなされないと，悪意はなくとも無自覚に研究不正が行われかねないため，初等・中
等教育段階での研究倫理教育の推進が重要になる。そこで，研究倫理が求められる背景や場
面とその必要性，児童・生徒・学生，あるいは研究対象に対して倫理的な問題が生じないよ
う配慮すべき事柄と手続き，倫理的欠如が生じた場合への備えと対応，児童・生徒・学生へ
の指導法，指導事例などについて解説する。
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次号ヘッドライン 同位体化学の医療利用

　群馬県立桐生高等学校は，平成 10 年度に普通科のみの男子校から，男子のみの
普通科と男女共学の理数科を併設する高等学校となった。平成 19 年度に SSH第Ⅰ
期指定を受け，第Ⅱ期までは理数科生徒を中心としたプログラム開発を実施した。
平成 29 年度には SSH第Ⅲ期指定を受け，全校生徒を対象として SSH活動を実施
している。令和 3年度には群馬県立桐生女子高等学校と統合し，理数科，普通科と
もに共学となり，新しい桐生高等学校となった。令和 4年度からは，SSH 第Ⅳ期
指定を受け，SSH活動のさらなる充実と成果の普及を図っている。
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